
間一般に思われている

ように「もうたいした

ことない、何ってこと

　新型コロナウイルス感染症 ない」ということは決

につきまして、世間一般では してありません。

もうすっかり克服されたよう 　令和２年に北海道で

な扱いになっています。 感染が初めて確認され

　しかし、残念ながら養護老 てからすでに４年６カ月の時間が経過しました。

人ホーム緑の園では６月３０ 　その年の４月に大学生となった方々は今年の春に卒業し

日に利用者様お二人の感染が 社会人となり活躍されています。

確認されました。(そのうち利用者様１名は入院) 　残念ながら失われたことの方が多く、得ることの少ない

　その後、緑の園では施設を閉鎖し感染対応を実施いたしました ４年６カ月ではありましたが私たちにはまだ未来が残され

が、残念ながらさらにお二人の利用者様の感染が新たに確認され ています。

７月１８日に終息を確認するまでの間、利用者様４人が新型コロ 　その未来は大切にしなければなりません。

ナウイルスに感染してしまいました。 　まだまだご迷惑をおかけするかとは存じますがなにとぞ

　今回感染した４人の利用者様の症状は咳と微熱または３７度台 よろしくお願い申し上げます。

の発熱が主なものでしたが皆さん２～３日程度で軽快され、入院 　　　　　　養護老人ホーム緑の園　施設長　小原　穣

となった利用者様も１２日に

退院となりました。

　不幸中の幸いではありまし

たが重篤化はなかったのが何

よりでした。 　先月の１１日(木)に旭

　しかしながら、今回の感染 川地方道新会丸瀬布加藤

で楽しみにされていた面会が 販売所　所長加藤忠正様

キャンセルになってしまったり、お楽しみ行事が中止になってし より養護老人ホーム緑

まうなど緑の園に入園されております皆様をはじめご家族・ご友 の園に車いす４台のご

人の方々にはご迷惑をおかけいたしまして本当に申し訳ございま 寄付を頂戴いたしまし

せんでした。心からお詫び申し上げます。 た。

　なお、その他の当法人のそれぞれの施設におきましては感染す 　旭川道新会様のこの

ることはありませんでした。 活動は２００５年(平成

　新型コロナウイルス感染症に関して、高齢者施設にとっては世 ５年)から始まり回収し
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車いすのご寄付

ありがとうござ

います。

７月１１日 旭川地方道新会丸瀬布加藤販売所様より車いす

の寄贈がありました。



たリングプルを車いすに交換して福祉施設に贈呈されているそう 「金魚すくい」、「的

で地域密着型特別養護老人ホームグリーンプラザが２０１９年 あてボーリング」、

(令和元年)に寄贈していただいております。 「くじ引き」と「入れ

　贈呈式に際しまして、当法 ゲーム」で楽しんでい

人の能正理事長より加藤所長 ただきました。

長様に「この度はこのように 　運試しゲームの「く

たくさんの車いすを寄贈して じ引き」ではあたった

いただき誠にありがとうござ 商品を見てニヤッとしたり、思わず「なんだこれ?」と心

います。施設にとって車いす の声が漏れてしまったりしていました。

はお年寄りの生活を支える上 　1時間余りの行事でしたが参加された皆さんはニコニコ

で欠くことのできない大切なものです。大切に使わせていただき してとってもいい笑顔でした。

ます。」と感謝の意を表されておりました。 　さて、デイサービスでは２３日(火)から２５日(木)まで

　この度は本当にありがとうございました。 の３日間ジンギスカン会を開催いたしました。

　暑い夏にはジンギスカン!とばかりに皆さんとてもおい

しそうに食べておられました。

　先月特別養護老人ホームグリーンプラザにご寄付を賜りました

のでご紹介いたしますとともに、心よりお礼申し上げます。

　ありがとうございました。 　今月の８日(月)に特別養護老人ホームヒルトップハイツ

　札幌市豊平区月寒 におきまして盆踊りをヒルトップハイツ駐車場で開催する

　　長　嶋　春　樹　　様 予定です。

　盆踊りは令和元年に開催されて以来、久しく行えていま

せんでした。

　今回に関しても利用

　遠軽町丸瀬布ヒルトップハイツ居宅介護支援事業所におきまし 者さんと職員とで楽し

て７月１日から新しい介護支援専門員が一名採用となりましたの もうと思っています。

で紹介いたします。 　以前のように盛大に

介護支援専門員 開催できればと心から

　山　下　哲　司 願うばかりです。

　さて、私たちの高齢者福祉施設において新規採用の困難

～採用にあたっての抱負～ さは今に始まったことではありませんが、その昔ある介護

「頑張りますっ!」 職員が退職する際に「わたしは、初めて勤めた施設がここ

でとてもよかったです。○○さん(一応私の名前)ありがと

皆さまどうぞよろしくお願い うございます。」といってお嫁さんに行っちゃいました。

いたします。(かわいがってくださいね。) 　で、今この仕事に就いている日本全国の福祉施設の職員

さんのどれくらいの人が介護の仕事に誇りとやりがい、そ

して楽しさを感じてくれているのかとても気になります。

　私は、先日グリーンプラザの「縁日」行事を手伝った際

利用者さんの笑顔に触れた時「楽しい仕事だなぁ」とつく

　特別養護老人ホームグリーン づく思いました。現実はつらいことの方が多いんだけれど

プラザでは先月の２４日(水)の つらさばかりがこの仕事の本質ではないと信じたいです。

午後から 「縁日」と題しま 　今月もどうぞよろしくお願いします。おばら

先月の出来事

を紹介いたし

ます。

心温まるご寄付ありがとう

ございます。
今月もどうぞよろしくお願い

いたします。

新人です。

どうぞよろしくお願いします。


